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衆院解散
総
選
挙
、12
月
14
日
投
票

　

衆
院
は
21
日
午
後
の
本
会
議
で

解
散
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
政
府

は
臨
時
閣
議
で
衆
院
選
日
程
を

「
12
月
２
日
公
示
｜
14
日
投
開
票
」

と
決
定
。
安
倍
晋
三
首
相
が
掲
げ

る
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

継
続
の
是
非
が
大
き
な
争
点
と
な

る
。
与
野
党
は
、
第
２
次
安
倍
政

権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
を
含
む
安
全
保
障
政
策
や
、

原
発
再
稼
働
、
特
定
秘
密
保
護
法

の
施
行
を
め
ぐ
っ
て
も
論
戦
を
展

開
す
る
見
通
し
だ
。「
安
倍
政
治
」

へ
の
審
判
と
な
る
。

　

衆
院
選
は
自
民
、
公
明
両
党
が

民
主
党
か
ら
政
権
を
奪
還
し
た

２
０
１
２
年
12
月
以
来
。
首
相
は

来
年
10
月
に
予
定
し
て
い
た
消
費

税
率
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
17
年

４
月
ま
で
１
年
半
延
期
す
る
と
決

め
、
こ
の
方
針
に
つ
い
て
国
民
の

信
を
問
う
と
し
た
。

　

解
散
時
勢
力
で
過
半
数
を
大
き

く
超
え
て
い
た
自
民
党
の「
１
強
」

状
態
に
対
す
る
有
権
者
の
判
断
も

焦
点
と
な
る
。

　

自
民
党
の
谷
垣
禎
一
幹
事
長
は

21
日
の
役
員
連
絡
会
で
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
前
に
進
め
る
か
ど
う
か

国
民
の
判
断
を
仰
ぐ
。
一
致
団
結

し
て
訴
え
る
」と
決
意
を
示
し
た
。

首
相
は
衆
院
選
で
金
融
緩
和
、
財

政
出
動
、
成
長
戦
略
を
一
体
的
に

進
め
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
デ
フ
レ

脱
却
へ
の
「
唯
一
の
道
」
と
理
解

を
求
め
る
。
解
散
後
に
官
邸
で
記

者
会
見
し
、
あ
ら
た
め
て
解
散
の

理
由
を
説
明
す
る
。

　

民
主
党
の
枝
野
幸
男
幹
事
長
は

都
内
で
講
演
し
「
株
価
は
上
が
っ

た
が
、
多
く
の
国
民
の
生
活
が
苦

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
問
い
掛

け
る
選
挙
に
な
る
」
と
強
調
し

た
。
民
主
党
な
ど
野
党
は
選
挙
戦

で
「
経
済
失
政
」
に
よ
っ
て
過
度

な
円
安
を
招
き
、
格
差
を
拡
大
さ

せ
た
と
批
判
。
解
散
に
「
大
義
が

な
い
」
と
主
張
す
る
。

　

今
回
の
衆
院
選
は
「
１
票
の
格

差
」
是
正
で
小
選
挙
区
は
定
数
５

減
の
２
９
５
、
比
例
代
表
１
８
０

の
計
４
７
５
議
席
で
争
わ
れ
る
。

首
相
は
自
公
両
党
合
わ
せ
て
過
半

数
の
２
３
８
獲
得
を
勝
敗
ラ
イ
ン

と
設
定
し
た
。

　

政
府
は
21
日
午
前
の
閣
議
で
解

散
を
決
め
、
全
閣
僚
が
関
係
書
類

に
署
名
し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
の
基
本
理
念
な

ど
を
定
め
た
地
方
創
生
関
連
２
法

は
午
前
の
参
院
本
会
議
で
成
立
し

た
。
女
性
の
活
躍
推
進
法
案
は
解

散
に
伴
っ
て
廃
案
と
な
っ
た
。

「安倍政治」に審判

衆
院
が
解
散
さ
れ
、
万
歳
す
る
議
員
＝
21
日
午
後
１
時
14
分
、
衆
院
本
会
議
場

経済政策、安保、原発、秘密保護法


